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『梵網経』・『沙門果経』に見られ る律規定

山 極 伸 之

【1】 『梵網 経』・『沙門果 経』 と長 部 「戒 蘊品 」

現在私は,律 蔵の成立過程を明かにするために,ニ カーヤや阿含の中に説かれ

ている律的な記述に注目し,そ れらを抽出しながら律蔵 とニカーヤ ・阿含の関係

を解明しようとする研究に取 り組んでいる。そ こで,本 小論では,パ ーリの 『梵

網経(Brahmajalasutta=Brj)』 と『沙門果経(Samannaphalasutta=Sph)』 に特に焦

点を当て,そ こに見られる律規定が,律 蔵とニカーヤ ・阿含の関係を考 える上で

いかなる意味を有し,ど のように活用され うるかについて若干の考察を加えてみ

たい。

『梵網経』・『沙門果経』の二経は,パ ー リでは長部(Dighanikaya)の 第1,第

2経 として有名なものであるが,こ れら二経は長部の 「戒蘊品(silakkhandhava-

gga)」 の冒頭に位置付けられ てい る。漢訳 『長阿含経』の場合,「戒蘊品」なる

区分は存在しないが,パ ーリの 「戒蘊品」に相当すると思われる 「第三分」中の

経 として基本的には同様の位置付けがなされている。

パー リ長部や『長 阿含経』の構成組織については,既 に詳細な研究がなされて

お り,今 日まで多 くの研究者の関心を集め て きた1)。 その結果,パ ーリ長部と

『長阿含経』とが,と もに 「戒蘊品」(乃至はそれに相当する部分)を 含む三部分(漢

訳は四部分)か ら構成 されていることが明らかにされて お り,パ ーリ長部冒頭の

「戒蘊品」と,『長阿含経』第三分 とが共に 「修行道を明かす」経典を集めた部分

であると見ることが出来る。このように特定の意図の基に編纂されてはいるもの

の,パ ーリ長部と『長阿含経』とは,そ こに含まれている経典の配列や内容に関

してまでよく一致しているわけではな く,両 者の成立過程に関してはまだ不明確

な点が多 く存在していると言える。

ところで,パ ーリ長部の 「戒蘊品」中に収められている13の経典には共通点が

存在する。それは,13経 すべてにほとんど同じ形でまとまった学処(sikkhapada),

即ち比丘の生活に関する規定が説かれている点である2)。 この学処に関する部分

が,本 小論で取 り上げようとする律規定に相当する。パーリ長部の 「戒蘊品」 と
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い う分類は,こ の共通す る学処 に由来す る と考 えられてお り,長 部 ・長 阿含の組

織構成に 関する先行研 究 もこの点に注 目して展開 されてい る。 しか し,学 処 とし

て示 され る内容 が,律 とい う立場 か ら見 た場 合に どの よ うに理解 され るべ きなの

かについては,こ れ まであ ま り言及 さ れ て い な い。そ こで以下 に,長 部 「戒 蘊

品」 中に見いだ され る律規定の内容を具体的に検討 してい く。

【2]『 梵 網 経 』・『沙 門 果 経 』 中 に見 ら れ る 律 規 定(学 処)

パ ー リ長部 の 『梵網経』(Brj=PTS .DN.I,pp1～46)・ 『沙門果経』(Sph=PTS.

DN.1,pp47～86)中 に見 いだされ る学 処の概 要は,以 下 のよ うに まとめ られ る。

尚,右 側には管見 の及ぶ限 りで見いだ し えた,パ ー リ律 の対応す る学処や?度 部

内 での関連す る記述(一 部は漢訳律のみに存在する)を 掲げ ておいた。

〈1〉 小戒(Brj.PP.4～5〈culasila>;Sph.PP.63～64)

1)殺 生(生 物全般に対して)→ 波逸提第61条(故 意殺有情戒)

2)不 与取 → 波羅夷第2条(不 与取戒)

3)非 梵行 → 波羅夷第1条(不 浄戒)

4)妄 語(musavada)→ 波 逸提第1条(条 罵戒:sampajanamusavada)

5)離 間語(両 舌:pisunavaca.)→ 波逸提第3条(罵 戒:pesunna)

6)悪 口(pharusavaca)→(波 逸提第2条 離間語戒:omasavada)

7)雑 汚語(sainphappalapa)

※Parivara(Vin.V,p.126);四 種の口悪行=musavada,pisunavaca,pharus-

avaca,samphappalapa

8)種 子 ・草木の保護 → 波逸提第11条(草 木戒)

9)一 食 → 波逸提:第37条(非 時食戒)※ 波逸提第31条(施 一食処過受戒)

10)非 時食 → 波逸提第37条(非 時食戒)

11)歌 舞 ・音曲の鑑賞 → 雑事健度(悪 作罪:Vin.Ⅱ,107～108)

※比丘尼波逸提第10条

12)装 飾品(香 水,立 派な寝台etc)→ 波逸提第87条(不 用高床大床戒)

装飾品＝雑事健度(悪 作罪:Vin.Ⅱ,106～107)

立派な寝台＝臥座具健度(Vin.Ⅱ,163～164)

13)金 ・銀を受けること → 捨堕法 第18条(不 受用金銀戒)

14)生 の穀物を受けること →<『 摩詞僧祇律』「践渠法」第46項>

15)生 肉を受けること →<『 摩詞僧祇律』「跋渠法」第47項>

16)婦 人や少女を受けること

17)山 羊や羊を受けること

18)奴 隷 を受けること
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19)鶏 ・豚を受けること

20)象 ・牛を受けること

21)耕 地 ・荒れ地を受けること

22)使 いの派遣 →<『 四分律』雑健度(T.XXII,(P .962a)>

23)売 買 → 捨堕法第20条(種 々販売戒)

24)重 量 ・寸法のごまか し

25)賄 賂 ・詐欺 ・虚偽などの不正行為

26)傷 害 ・殺獄 ・拘束 ・略奪など

〈2〉 中戒(Brj.PP.5～8〈majjhimasila〉;Sph.PP.64～67)

27)種 子 ・草木類を取ること → 小戒の))※ 関連規定＝雑事健度(Vin.Ⅱ,p.13))

28)食 ・飲物 ・衣などの貯蔵 → 波逸提:第38条(貯 蔵戒＝食 ・飲物)

捨 堕法第1条(迦 稀那衣戒＝衣)

29)歌 ・踊 り・見せ物などの鑑賞 → 小戒の11)

30)賭 事や遊技 → 僧残罪13条(汚 家戒)※ 関連規定＝羯磨健度 ・雑事健度

31)高 い寝台や立派な寝具 → 小戒の12)

32)香 料 ・装飾品など → 小戒の12)

33)様 々な無駄話

34)無 意味な争論

35)使 いの派遣 → 小戒の22)

36)ご まかし ・饒舌 ・なぞかけなど

<3>大 戒(Brj.PP.9～12<Mahasila>;Sph.PP.67～70)

37)低 俗な呪術―1(占 いなど)

38)低 俗な呪術―2(相 を見ることなど)

39)低 俗な呪術―3(戦 争の予想など)

40)低 俗な呪術―4(日 月星占いなど)

41)低 俗な呪術―5(旱 魃 ・大雨の予知など)

42)低 俗 な呪術―6(世 俗的な世話く仲人>な ど)→ 類似規定＝僧残罪第5条(媒 嫁戒)

43)低 俗な呪術―7(世 俗的儀式の執行く願掛け>な ど)

※具体的な記述を伴わない 「低俗な呪術(tiracchana-vijja)」 の禁止

→ 比丘＝雑事健度(Vin.Ⅱ,p.138);比 丘尼＝波逸提第49・50条

以 上が両経に示 され る学処で あ る が,『 梵網経』 では,こ れ らが小 ・中 ・大 の

三戒に区分 され,合 計で四十三項 目とらってい る。 まず 冒頭に小戒 として,五 戒,

八 斎戒,十 戒,十 善業道な どと密接に関係す る七項 目が示 され る。次に,食 事 ・

伎楽鑑賞 ・華美な生活,な どに関す る規定が五項 目,さ らに比丘が受け ては なら

ない ものに関す る規定が九項 目,そ の他が五項 目で,小 戒二十六項 目が一応 のま
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とまりを持って示されている。次に.中 戒十項目が示されるが,そ のうちの半分

の五項目は既に示された小戒 と重複している(た だし規定の内容については中戒の部

分の方がより詳しく説かれている)。 そして最後に大戒として七項目が掲げられるが,

これらはすべて 「低俗な呪術」 として捉 えられてお り,そ れぞれに具体的な内容

が細か く列挙されている。

【3】 律 学処 との関係

前節に掲げた長部戒蘊品の四十三学処について,佐 藤密雄は,こ れらを仏教に

限らない当時の出家者一般の戒とみなしている。当時既に存在したこのような常

行法を仏教が採用した とした上で,こ れらはあ くまでも戒として捉 えられるべき

ものであって,罰 則を伴 う律 とは扱われ方が異なると見ている3)。平川彰もほぼ

同様の理解を示しているが,小 戒 ・中戒に重複がある点や,パ ーリ中部や増支部

の経典中に,小 戒 ・中戒のみで説かれる場合が存在することにより,こ の学処が

内容的に不完全なものであると考 え,後 に律の学処が代用されるようになったと

推測している。その上で,修 行者が自発的に実践すべき倫理的な徳 目としての戒

と,教 団の維持運営に関わ る現実的な問題に対処すべ く定められた律とは別々の

系統において発達したものと理解している4)。

確かに,先 に掲げた項 目を,律 の学処 との比較を通して見てみると,両 者には

かな りの違いが存在することが理解でき,両 者を同一系統のものとして理解する

ことは困難であるように思われる。しかし,表 に示したように構造的には異な り

ながらも,律 の学処と一致する項目も多 く存在するため全 く無関係 と見ることも

できない。在家の五戒などの場合 とは異なり,こ れらの学処が,比 丘によって保

たれるべきものとして示されている以上,現 実的に比丘の生活を拘束するものと

もなる。このような問題点の解明については更なる調査検討が必要であると思わ

れるが,こ こで,広 律の内部に存在する注目すべき記述について少し触れておき

たい。それは,『 四分律』の雑健度の末尾に見 られ る 「大小持戒健度」なるもの

の存在について であ る。『四分律』の雑健度の末尾には,ブ ッダが諸比丘に対し

て 「大小持戒健度」を説いたとい う記述があり,そ の内容が 「戒蘊品」に見られ

る学処 とよく一致しているのである。このような記述の存在や 『沙門果経』との

対応については既に西本龍山や平川が指摘をしているが5),戒 が語られる経緯か

ら考えて,『沙門果経』そのものではな く,「戒蘊品」に存在する学処に関する部

分の総称として 「大小持戒健度」なる名称が用いられていた可能性が強い。いず

れにしても広律内部にこのよう記述が存在することは注 目に値する。
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【4】 そ の 他 の 諸 問 題 と今 後 の 課 題

最後に,『 梵網経』・『沙門果経』を中心 とす る パー リ長部 の 「戒蘊 品」 に付随

す る問題 点や,注 目すべ き関連資料な どを以下に列挙 してお く。

(1)「 戒蘊品」中の他経と戒が説かれる経緯の相違

「戒蘊品」中の13経 において示される学処は,ブ ッダが語るに至る経緯が様々に異なっ

てお り,『梵網経』 と 『沙門果経』でも戒を位置付ける立場が異なっている。経典の編纂

者がいかなる意図の基に内容を統一 して記述 した のか,こ のような学処がいつ,ど のよ

うにして成立し,本 来どの経に存在していたのか等の問題を再検討する必要がある。

(2)漢 訳 『長阿含経』の問題点

漢訳 『長阿含経』の第三分中の諸経の中で,「戒蘊品」のように戒を具体的に列挙 して

いるのは実際には,第20経(第 三分第1経)『 阿摩昼経』(T.1,82a～88b)と 第21経(第

三分第2経)『 梵動経』(T.1,88b～94a)の 二経だけである。両経にのみ具体的に説か

れる学処は,基 本的にパーリの 「戒蘊品」のものと一致してお り,そ れがこの二経にの

み説かれている点には注意を要する。『四分律』やこれら二経の異訳などを含めて詳細な

検討を行 う必要がある。

(3)説 一切有部系の資料の存在

以下に掲げる説一切有部系の資料の中にも 「戒蘊品」に関 す る記述が存在 し,後 代に

於ける展開や,そ の起源を考えるための検討が必要 と思われる。

a)『 倶舎論』業品が引用する 『三杖経(Tridandisutra)』(AKBh.P.25513)

b)Yasomitraに よるその注釈部分(AKvy.〈by.Wogihara〉P.420-421)

c)Samathadevaに よる 「戒蘊品」への言及6)

d)『 根 本説一切有部毘奈耶薬事』(T.XXIV,p.35a)や 『根本説一切有部毘奈耶雑事』

(T.XXIV,p.413a)に おける 「長阿笈摩戒蘊品」という名称

e)根 本説一切有部 「破僧事」中に存在する 『沙門果経』相当部分7)

以 上,『 梵網経』・『沙門果経』 に説 か れ る 律的 な規定に注 目して,そ の内容,

及 びそ こか ら派生す る問題点 な どを列挙 してきた。そ の結果,パ ー リ長部戒蘊 品

・『長阿含経』・説一切有部系 の長阿含に ま とまった学処が説かれ ている こと,こ

れ らの学処 は比丘 の 「戒」 であるため律の学 処 と密接な関係を有 してい ること,

さ らに この ような事実は ニカーヤ ・阿含の成 立や展開過程を究明す る上で も重要

な資料 とな りうる こと等 が確認 で きた。今後 さらに,上 に掲げ た諸資料 な どを綿

密 に検討 しな がら,ニ カーヤ ・阿含 の中に数 多 く存在す る戒 と律蔵 との関係を究

明 してい きたい と考え る。(註 省略)

〈キーワード〉 律,Nikaya,阿 含,戒 蘊品,学 処(佛 教大学講師)
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